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教育実践報告
1．はじめに
　2011 年度に開始された多摩大学経営情報学部における 1 年生英語授業 English Expression 
の産学連携プロジェクト型英語授業については、本学紀要 No. 17（2013）、No.19（2015）でそ
の内容と成果を発表した。この授業の目的は、「産業社会の問題解決の最前線に立ち、国際社
会でも、また地域でも、志を持って夢を実現するために必要な英語力を養う」であり、そのた
めに、外部企業と連携し、社会で活躍するビジネスパーソンとともに実際のビジネス現場を体
験するというプロジェクト型学習を行っている。そのコンセプトは変わるものではないが、「学
習者のより能動的な学習への参加」というアクティブラーニングとしての位置づけを明確なも
のにするために、2014 年度には、授業タスクに学生のさらなる積極的な参加を促す新たな試
みを導入した。本稿ではその教育実践報告を行い、英語授業における効果的なアクティブラー
ニングの形を提案したい。なお、紙面の都合により、教材やプレゼンテーションスライドは、
実際のものに設けてある説明文、空欄や図などを支障がない範囲で省略している。
2．本プロジェクト学習で行われたタスクの内容
　京王電鉄株式会社　総合企画本部　海外戦略部との連携による高尾山外国人観光客調査プロ
ジェクト
① 東京都八王子市にある高尾山は、ミシュランガイドで三つ星を獲得したことにより、近
年多くの外国人観光客を集めている。沿線の重要な観光資源である高尾山を外国人観光
客にとってより魅力的にし、その数を増やすことは京王電鉄株式会社にとって重要な
ミッションである。
② 京王電鉄社員が「京王グループおよびインバウンド市場の概要」というタイトルのプレ
ゼンテーションを教室で行い、同社の事業内容、経営戦略、経営資源、上記①の現状を
学生に説明。
多摩大学の英語授業における産学連携プロジェクト型学習
その 2
A Report on the Project-based English Program at Tama University No.2　
中　村　その子 *　　石　川　晴　子 *
Sonoko NAKAMURA  　　Haruko ISHIKAWA
* 多摩大学経営情報学部　School of Management and Information Sciences, Tama University
231603_多摩大研究紀要_No.21_本文-4校.indb   141 2017/01/24   19:06:41
－ 141 －
教育実践報告
1．はじめに
　2011 年度に開始された多摩大学経営情報学部における 1 年生英語授業 English Expression 
の産学連携プロジェクト型英語授業については、本学紀要 No. 17（2013）、No.19（2015）でそ
の内容と成果を発表した。この授業の目的は、「産業社会の問題解決の最前線に立ち、国際社
会でも、また地域でも、志を持って夢を実現するために必要な英語力を養う」であり、そのた
めに、外部企業と連携し、社会で活躍するビジネスパーソンとともに実際のビジネス現場を体
験するというプロジェクト型学習を行っている。そのコンセプトは変わるものではないが、「学
習者のより能動的な学習への参加」というアクティブラーニングとしての位置づけを明確なも
のにするために、2014 年度には、授業タスクに学生のさらなる積極的な参加を促す新たな試
みを導入した。本稿ではその教育実践報告を行い、英語授業における効果的なアクティブラー
ニングの形を提案したい。なお、紙面の都合により、教材やプレゼンテーションスライドは、
実際のものに設けてある説明文、空欄や図などを支障がない範囲で省略している。
2．本プロジェクト学習で行われたタスクの内容
　京王電鉄株式会社　総合企画本部　海外戦略部との連携による高尾山外国人観光客調査プロ
ジェクト
① 東京都八王子市にある高尾山は、ミシュランガイドで三つ星を獲得したことにより、近
年多くの外国人観光客を集めている。沿線の重要な観光資源である高尾山を外国人観光
客にとってより魅力的にし、その数を増やすことは京王電鉄株式会社にとって重要な
ミッションである。
② 京王電鉄社員が「京王グループおよびインバウンド市場の概要」というタイトルのプレ
ゼンテーションを教室で行い、同社の事業内容、経営戦略、経営資源、上記①の現状を
学生に説明。
多摩大学の英語授業における産学連携プロジェクト型学習
その 2
A Report on the Project-based English Program at Tama University No.2　
中　村　その子 *　　石　川　晴　子 *
Sonoko NAKAMURA  　　Haruko ISHIKAWA
* 多摩大学経営情報学部　School of Management and Information Sciences, Tama University
231603_多摩大研究紀要_No.21_本文-4校.indb   141 2017/01/24   19:06:41
－ 142 －
多摩大学の英語授業における産学連携プロジェクト型学習　その 2
③ 訪日外国人旅行者数の推移の調査や都道府県別の宿泊者数、高尾山訪問観光客数などを
共同で調査。
④ その結果をもとに、高尾山を訪れる外国人観光客のニーズを探るためのアンケートを作
成、高尾山ケーブルカー清滝駅および高尾山駅、展望台を中心に外国人観光客にアンケー
トを実施、同時に高尾山駅周辺の観光施設を中心にフィールドワークを行う。
⑤ 今回は京王電鉄が経営するお土産店での外国人客の購買を増やすための打ち手を提案。
⑥ ①〜⑤を踏まえた各段階での学習項目、内容の提示。
⑦ プレゼンテーションを行う。京王電鉄社員、プロジェクト学習を経験した先輩、教員、
クラスメートの評価を受ける。
2.1　①および②の学習意義
　①および②には、英語教育と同時に、将来いろいろな形で学生が行うであろう企業研究、す
なわちある企業の会社概要や沿革、経営方針、事業内容、企業風土などを調べ、SWOT 分析
その他を行うための手順を学ぶという、経営情報学部教育としての意味もある。また、現役の
ビジネスパーソンとディスカッションし、そのプレゼンテーションを直接見ることにより、現
場で使える本当のプレゼンテーション、そのために必要なスキルを学生に効果的に学ばせる場
ともなる。また、大学と地元企業の関係や、企業による地域貢献、沿線開発、そこから見据え
る海外戦略（この場合は沿線の観光地への外国人観光客の誘致）を知ることにより、地域から
世界を見据えるという、多摩大学の標榜する「グローカル」な視点を養う機会ともなる。
　ここでは、上記の会社情報や経営戦略を調査する上で重要な英語表現（語彙）を中心に導入
する。
business summary, commercial facilities, community-minded company, 
company policy, company profile, company history, corporate culture, distribution, 
inbound foreign tourist, leisure industry, local development, management strategy, 
real estate, sightseeing resources, SWOT (strengths, weaknesses, opportunities, threats), 
transportation　など。
             
2.2　③の学習意義
　この種のプロジェクト学習において押さえておきたいことの一つに、「信頼できる客観的な
数字が示された資料を冷静に観察して利用する」ことがある。日本を訪れる外国人観光客につ
いて「最近よく見かけるので増えたようだ」、「外国人観光客はみんな日本を楽しんでいるよう
だ」「日本でも外国人に対するおもてなしをいろいろ考えるようになった」というような印象
を語ることはブレインストーミングとしては有効かもしれないが、プレゼンテーションにおけ
る提言の根拠としては不適当な場合が多い。学生には「主観的な感想や印象」と「客観的資料
の提示と分析」は違うことを認識させ、しっかりとした資料を引用もしくは作成させる必要が
ある。京王電鉄社員のプレゼンテーションにもそのような資料が使われていることを確認する
と同時に、自分たちでも外国人観光客に関する資料を探したり作成したりする作業を行い、エ
クセルに入力した数値を見やすいグラフにする方法も提示する。
　ここでは資料説明に必要な表やグラフに関連する英語表現を導入する。
table（表
ひょう
）、pie chart (graph), bar chart (graph), line chart (graph), decrease, increase, 
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slightly, gradually, sharply, level off, remain stable 
〇〇 % of the respondents…….
〇〇 ranks first, second, third……. など。
2.3　④アンケートの作成とフィールドワークおよびアンケートの実施
　次に京王電鉄社員よりインタビュー内容と観察項目のたたき台が提示され、そこに学生が項
目を足していく形を取って、日本語でアンケートを作成した。以下がたたき台のスライドとそ
の結果作成された学生のアンケートである。
冒頭のインタビュイーへの話しかけのモデル文
Excuse me, we are students of Tama University in Tama City, Tokyo. We are conducting a 
questionnaire to do research about foreign tourists in Mount Takao. Could you spare a few 
minutes for us?
高尾山インタビュー項目
1　Where are you from?
2　Is this your first visit to Japan?
1 （Yes）     2  Second time     3  Third time     4  Fourth time     5  More 
3　How did you get to know about Mt.Takao? 
1  Travel agency     2  TV or magazine     3  Guidebook     4  Word of mouth
5  Online information     6  Other
 
4　How did you come here? 
1  By Train     2  By bus     3  By car     4  On foot     5  Other
    
5　Did you buy a souvenir?
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Yes  What souvenir did you buy?
No
6　What do you think of Mt.Takao?
7　Where are you going after visiting Mt.Takao?
観察項目　（アンケートを行いながらインタビュイーを観察して○をつける） 
年齢・性別  男性　0 〜 12 歳  女性　0 〜 12 歳
   　　　13 〜 30 歳  　　　13 〜 30 歳
   　　　31 〜 50 歳  　　　31 〜 50 歳
   　　　51 歳〜   　　　51 歳〜
容姿・服装・持ち物 　　　誰と来ているか
アンケートの終わりのお礼の言葉
Thank you very much for your cooperation.
We hope you have a great time in Japan.
Have a nice day!
以上
　提示されたアンケートの質問事項を英語にしていく作業は以下の手順で行った。
（1） まず、各学生が授業内で辞書を使って行う。
（2） 教員が教室内を巡回する形で各学生に個別アドバイス。
（3） 学生を指名してホワイトボードに答えを書かせ、教員が添削して説明。
（4） 次の授業で、前回扱った（日本語で書かれた）質問事項を英訳するという授業内復習
テストを行い、学習事項の固定化を図る。
（5） また実際にインタビュアー役とインタビュイー役に分かれて、会話練習を行う。
　学生はそのあとのフィールドワークで、まず外国人観光客に声をかけて、アンケートの趣旨
を説明、（アンケート用紙を見せながら）質問をし、相手の答えを聞きとってメモを取る、と
いう作業を行うので、教員がインタビュイーの外国人役を演じて、そのプロセスをペアワーク、
もしくはグループワークでシミュレーションした。アンケートに使われている英語表現は、海
外旅行に行ったときなどによく用いられる会話表現でもあるため、実用的な英会話を学びたい
という学生の学習ニーズにも合致している。以下のようなアンケートの質問項目に関連した別
表現の導入と会話練習なども行い、学生のモチベーションを高めるように配慮した。
Did you eat something good at Mt. Takao?
Did you find something interesting at Mt. Takao?
Could you show me some photos of Mt. Takao?
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Do you recommend Mt. Takao to your friends in your country?
What kind of tourist facility do you want at Mt. Takao?　　など
　フィールドワーク当日は、高尾山ケーブルカー清滝駅および高尾山駅、展望台を中心に外国
人観光客にアンケートを実施した。通りかかる外国人に声をかけ、アンケートの趣旨を英語で
説明して納得してもらい、さらに質問をして相手の答えを聞きとってメモするという作業は、
学生にとってはある意味大変な作業ではある。しかしながら、通りかかる外国人観光客に笑顔
で話しかけてコミュニケーションを取る、（ある程度想定される答えはあるものの）その場で
の相手の生の答えを聞きとる、という「筋書きのない」英語使用体験は教室の中のテキストを
使った授業では体験しえない新鮮で貴重なものになったと思われる。また、高尾山駅周辺の観
光施設を、単なる日本人の観光客としてではなく、外国人観光客の立場に立って観察するとい
うフィールドワークは、顧客目線に立ってのリサーチの初歩であり、学年が進んでからの多方
面の事業構想関連科目の基礎となる。「お土産店の外国語表記、説明がもっとあるとよいと思っ
た」、「高尾山ならではのおもしろいお土産はあるが、持って帰るのにかさばるものは困るかも
しれない」、「一口に外国人観光客と言っても、日本に住んでいる外国人が訪れる場合とそうで
ない外国人が訪れる場合があり、区別が必要ではないか？」と言った新しい視点での観察結果
が得られたことは意義深い。
　多くの参加学生にとって、教室の外で実際に研究対象を自分の目で観察し、先生や授業アシ
スタントではない外国人観光客にアンケートをするというタスクは、自分から動かなければ何
も始まらない、まさに「アクティブラーニング」であり、多少のプレッシャーはあるにせよ、
学生の積極性を養うという意味でも効果的であると考えられる。
　タスク後に、教室で学んだ知識、自分が調べた客観的な資料、自らが能動的に体験したタス
ク（フィールドワークとインタビュー）、撮影したオリジナル写真などを統合し、それに自分
たちのアイデアを加えてプレゼンテーションを完成させる、という一連の作業は、学生にとっ
て一つのプロジェクトをやり遂げるやりがいと達成感、満足感を得られるものでもある。
2.4　プレゼンテーションによる提案　（⑤、⑥について）
　京王電鉄担当者と協議して、今回は、同社が経営する高尾山のお土産店にある既存の品物に
何らかのアイデアを加え、外国人観光客の購買意欲を高め、売り上げを伸ばす打ち手の提案を
することとした。学生が目的意識を持ってお土産店にある品物を観察することにつながり、あ
まりコストや手間をかけずに、実際にそのアイデアを現実のものにしてもらえる可能性もあっ
て、学生のモチベーションを高めることができると考えたからである。お土産新商品の提案と
いう選択肢は、ある意味学生にとっては魅力的かもしれないが、実際の新商品開発には、ある
程度の量のデータを処理したマーケットリサーチ、それを元にした高度な意思決定、価格や販
売戦略の複雑な決定プロセスなどがあり、それを全部英語授業に取り入れてしまうと、本来の
授業の目的である英語コミュニケーション力アップとは方向性がずれてしまう可能性があるの
で避けた。しかしそうかと言って、そのような手順を踏まずに安易に新商品提案ということに
なれば、社会の現場とはかい離したおままごとの新商品開発になるという事態も好ましいもの
とは言えない。
　プレゼンテーションの構成は、（ア）高尾山の英語による紹介、（イ）アンケート結果の集計、
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も始まらない、まさに「アクティブラーニング」であり、多少のプレッシャーはあるにせよ、
学生の積極性を養うという意味でも効果的であると考えられる。
　タスク後に、教室で学んだ知識、自分が調べた客観的な資料、自らが能動的に体験したタス
ク（フィールドワークとインタビュー）、撮影したオリジナル写真などを統合し、それに自分
たちのアイデアを加えてプレゼンテーションを完成させる、という一連の作業は、学生にとっ
て一つのプロジェクトをやり遂げるやりがいと達成感、満足感を得られるものでもある。
2.4　プレゼンテーションによる提案　（⑤、⑥について）
　京王電鉄担当者と協議して、今回は、同社が経営する高尾山のお土産店にある既存の品物に
何らかのアイデアを加え、外国人観光客の購買意欲を高め、売り上げを伸ばす打ち手の提案を
することとした。学生が目的意識を持ってお土産店にある品物を観察することにつながり、あ
まりコストや手間をかけずに、実際にそのアイデアを現実のものにしてもらえる可能性もあっ
て、学生のモチベーションを高めることができると考えたからである。お土産新商品の提案と
いう選択肢は、ある意味学生にとっては魅力的かもしれないが、実際の新商品開発には、ある
程度の量のデータを処理したマーケットリサーチ、それを元にした高度な意思決定、価格や販
売戦略の複雑な決定プロセスなどがあり、それを全部英語授業に取り入れてしまうと、本来の
授業の目的である英語コミュニケーション力アップとは方向性がずれてしまう可能性があるの
で避けた。しかしそうかと言って、そのような手順を踏まずに安易に新商品提案ということに
なれば、社会の現場とはかい離したおままごとの新商品開発になるという事態も好ましいもの
とは言えない。
　プレゼンテーションの構成は、（ア）高尾山の英語による紹介、（イ）アンケート結果の集計、
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（ウ）お土産にどんな付加価値を付けるかの提案、（エ）それに付随する外国人観光客増加策提
案である。（イ）の英語表現はすでに導入してあるので、ここでは「観光地の紹介を英語でで
きるようになる」ことを目標に（ア）について下線部の表現を中心に指導した。
  Mt.Takao is located in the west part of TOKYO.
  It takes about 50 minutes by train and one hour by car from the center of TOKYO.
  Mt.Takao is 599 meters high.
  We can visit Jataki, Yakuoin Temple and Kasumidai Observatory.
  （You can experience…. などの表現も可能）
  2,500,000 people visit Mount Takao every year. （100 万以上の数の読み方）
  Mount Takao was chosen as a three-star sightseeing spot by Michelin.
学生が提案したアイデアとプレゼンテーションスライド（抜粋、一部改訂）を以下に挙げる。
なお、今回提案部分については日本語で作成したが、2 年生以降の中級クラスでは提案部分も
英語にすることが可能であろう。
★いわゆる日本人の「お土産を買う習慣」というものが欧米人にはあまりないように見受けら
れる。まずは比較的価格が安く、複数個入っていて日持ちがし、「分けやすい」お饅頭をお土
産として勧める。持ち帰って『おすそ分け』をしてもらいながら高尾山のことを直接にもしく
は SNS で話してもらい、ある種の口コミ効果を演出する。
★価格を安くし、持って帰りやすいようにかわいいミニチュア瓶に入れた高尾山のお酒を売る。
さらにそれに小さいおつまみをひもで付け、それを買っていけばおつまみと一緒にすぐにお酒
が楽しめるように工夫する。
★日本では季節感を大切にするので高尾山の四季を意識した写真付き記念切符を、お土産を
買ってくれた外国人観光客にプレゼント。切符を使用した後にも台紙が記念写真のような形で
残り、思い出になる。
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3．まとめ
　このプロジェクト型学習には大きく 3つの意義がある。まず、現役のビジネスパーソンと大
学の授業が連携して、現実にある状況に対して学生にアイデア提案をさせるという新しい形の
「産学連携」を構築していることである。学生は社会で実際にその問題に対処している社会人
から出された課題に対して「問題解決プロジェクト」を行うことにより、貴重な実体験を得る
ことができる。加えてプロジェクトを通して、一緒に食事などをしながら、あまり形式ばらず
に社会人と話をし、考えや思いを直に交換する機会ができる。企業側としても、学生の意見や
考え方、アイデアなどを直接的に受け止める場となるので、場合によっては新しい CSRの形
を模索することも可能になる。その意味で、大学のアクティブラーニング授業に、企業（社員）
が参画し、一緒にフィールドワークやインタビューなどを行うという今回のような活動は、研
修やインターンシップとはまた違う企業の大学授業への関わり方の可能性を探るものである
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と考えられる。
　二つ目は、連携している企業と教育機関、研究対象が「多摩」という一つの地域内にあり、
本プロジェクトがある種の地域連携、地域研究の色も帯びていることである。今回のプロジェ
クトに参加した学生も、地域としての多摩、地域における企業の経営戦略と社会貢献、多摩地
域にある観光地としての高尾山を強く意識しており、企業側も、ミシュランで星を得た高尾山
を沿線の魅力的な観光資源・開発の対象と位置付けている。一般的な日本全体への外国人観光
客誘致策というよりも、地域の観光地に外国人観光客をどのように引き付けるか、という視点
があることも特徴的な点であると言えよう。英語教育と地域ビジネス、地域貢献の新たな動き
になればと考えている。
　三つめは 2020 年の東京オリンピックを見据えた「外国人観光客誘致・対応」を視野に入れ
た授業にもなっていることである。東京オリンピックに関係したボランティア活動やなんらか
の仕事に携わるために英語を学ぶ、日本を訪れるであろう外国人観光客を案内したり、もてな
したりするために必要な英語表現を学ぶ、などを目標にした英語学習は学生に明確なゴールと
モチベーションを与えるものであることは言うまでもない。英語での観光地案内、アンケート
作成、インタビュー表現学習などは、いずれもそのゴールへ学生を導いていくことができるタ
イムリーなものであると考える。
4．改善点と今後の展望
　今回は、偶然に通りかかる外国人に声をかけてアンケートする形を取ったため、回答者が
41 人（アメリカ 12、ドイツ 6、フランス 4、ロシア 3、中国 3、デンマーク 2、スウェーデン
2、インド 2、韓国、ポーランド、スペイン、カナダ、パキスタン、ベトナム、マレーシア各
1）と十分ではなく、国籍にも偏りがあった。また話しかける時点では、日本訪問者なのか在
住者なのかの区別がつかず、回答者の属性が整理できなかった。知り合いではない外国人観光
客に話しかけるという挑戦や、アンケートした旅行客と知り合いになるという小さい国際交流
も意味があることだが、リサーチの効率という点では改善の余地もあったように思う。授業後
の参加学生 30 名に対するアンケートでは、ほとんどの学生が今回のプロジェクトに満足して
いたが、「通りすがりの外国人観光客に声をかけるのが非効率的だったのでその点を改善して
ほしい」、という声が 5名からあった。今後、インタビュイーの外国人の国籍、属性を考慮して、
事前にある程度の数、集まってもらい学生がインタビューを行う、日本在住の外国人もプロジェ
クトに加わって意見を聞く、本学の留学生も参加してもらう、などの改善を行いたいと考えて
いる。
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